
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 13日発行 

 

スクールガード朝霧小学校区 

～地域の子どもは地域で守る～ 

朝霧小学校区「スクールガード通信」 

 

ボランティア活動の継続にご協力を 
 
朝霧校区スクールガード代表 山本 時三 

 

私達、朝霧小学校区スクールガードは総勢約５０名の方々が

ボランティア活動にご協力いただいております。活動開始か

ら１０有余年経過しております、当初より参加いただいておら

れる方々は、活動継続が難しくなってきております。２０２３

年度には、様々の事情により約１割の方々が活動を継続でき

なくなる状況です。また、各自治町内会、PTAや保護者様に

もご協力をお願いしてきましたが応募がない状況です。 

活動中には四季を通じて、子供達から元気を貰うことも

多々あります。登下校の時間帯に活動する事が私達の運動不

足の解消になっており、子供達から刺激を貰いアンチエージ

ングに役立つことも有ります。 

ぜひ、気軽に身近な自治町内会役員、学校、スクールガード

へ声をかけていただきたいと思います。 

『出来る時に、出来る人が、出来る事を』 

毎日ではなく、月曜日～金曜日の１日を自宅前でオレンジキ

ャップとともにお掃除を、このような考え方でご協力を頂け

れば朝霧小学校区の子供達も登下校時に地域の方々に見守

られている思いを感じてもらえるのではと思います。 

コロナ禍の３年間が過ぎようとしております。災難は自然界

からだけではありません。多様化する世の中ですが、人災だ

けは地域と共に防ぎたいと思います。 

 

 ４月に朝霧小学校に教頭として、着任して 1年が

経とうとしています。スクールガードの皆様には、

「おはよう。いってらっしゃい」「おかえり」といつも

温かく、子ども達を見守っていただいているおかげ

で、毎日安全に登下校することができました。誠に

ありがとうございます。朝霧小のスクールガードさ

んの方々は、登校途中にけがをしたり、落し物をし

た時にも学校まで届けてくださったりと、いつも子

ども達のことを気にかけてくださいます。また子ど

も達の変化にも気づいて、声かけをしてくださって

います。その優しい思いや見守られている安心感

がある子ども達は、「ありがとうを言いたい人」に

真っ先にスクールガードさんの名前をあげていま

す。そんな身近な存在であるからこそ、子ども達は

学習の発表やイベントにスクールガードさんを招

待したいと直接案内状を届けていました。来校して

くださった方にも喜んでいただけました。まさに朝

霧の地域とのつながりの素敵な所だと感じまし

た。子ども達が安心安全で過ごせるよう、地域の

安心できる存在として今後もどうぞよろしくお願い

いたします。 
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朝霧校区まちづくり協議会 安心安全部 ☎078－911－4439  

スクールガードへの加入、おれんじキャップの配付は 
朝 霧 校 区 ま ち づ く り 協 議 会 へ   

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各校区のスクールガードでは、新しい仲間を募っています。 

関心をお持ちいただいた方は、お住いの地域の小学校または青少年教育担当ま

で、気軽にご相談ください。 

明石市教育委員会事務局 教育企画室 青少年教育担当 ☎078-918-5057 

 

 

 

明石市教育委員会事務局 青少年教育課 ☎０７８－９１８－５０５７ 

 明石市では、学校、家庭、地域が連携して子どもの安全を守る取り組みを

進めています。 

（主な取り組み） 

１ まち探検の授業等で「こども１１０番の家」の 

場所確認等を実施しています。 

２ 教職員を対象とした防犯訓練を市内各小学校・ 

幼稚園・養護学校等で実施しています。 

３ 子どもが「自分の身は自分で守る」自己防衛・防犯意識の向上を目指し、

小学校低学年児童・幼稚園児を対象とした防犯教室を実施しております。   

  

   

子どもの安全を守る取り組みについて 

 

 

「あいさつ」は地域防犯の大きな力です。通学路では、子どもたちと

スクールガードが活発にあいさつを交わしています。子どもたちだけで

なく保護者や地域のみなさまも「あいさつ」にご協力をお願いします。 

 また、毎年新学期に『子どもの安全パンフレット』を配付しています。 

子どもたちと安全について話す機会にご活用ください。 

 

「おれんじキャップ」を着用した人がたくさんいる

ことが、犯罪の大きな抑止力になります。今後とも子

どもの見守り活動にご協力くださいますようお願いし

ます。 

 

 

 

 

 「こども１１０番の家」は、子どもたちが登下校や帰宅後の外出途上で困った

ときに駆け込める場所として設置しており、市内でおよそ 2,300 軒の家や事業所

に登録していただいています。 

   教育委員会では、現在、「こども１１０番の家」の趣旨に賛同し協力していただ

く方を募集しています。また、破損や色あせしたプレートは、新しいプレートと交

換しますので、青少年教育担当、または近くの中学校（地区青少年愛護協議会事務

局）までご連絡ください。 

ごご協協力力おお願願いいししまますす   

 

 

  

保護者のみなさま・地域のみなさまには、子ども自身が「自分の身は自

分で守る」意識を高めるため、「身近にあるこども１１０番の家の確認」

や「防犯ブザーの作動点検」など、子どもの安全を守る取り 

組みについて、引き続きご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 子どもの安全パンフレット 


